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ADS7804/05から
ADS8504/05へのアップグレード

参 考 資 料

本書には、面実装（DW）パッケージのADS7804または
ADS7805を使用した現行版アプリケーション向けの情報が
記載されています。本書は、（ADS7804およびADS7805シ
リーズのデバイスを）ADS8504およびADS8505にアップグ

レードする際に起こり得る互換性の問題を、ADS7804/05デ
バイスを使おうとするユーザーが解決するための手引きと
して作成されました。
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2.2 入力インピーダンスと

キャパシタンスの変更点

最新版であるADS8504とADS8505では、入力インピーダン
スとキャパシタンスの特性が現行版と異なります。主な相
違点を下の表に示します。

2.3 パフォーマンスの互換性
最新版であるADS8504とADS8505には、現行版である

ADS7804とADS7805のデータ･シートに記載されたBグレー
ド仕様値と同等の、またはそれよりも向上したパフォーマン
ス特性があります。向上した具体的な要素のうちどれが最
も興味深いかは、実際のアプリケーションの性質によって
異なってきます。例えばACアプリケーションの場合は、ス
プリアスフリー･ダイナミック･レンジ（SFDR）が最大16dB
（標準値）も向上していることに着目できます。
また、DCパフォーマンスが最も重要となるアプリケー

ションについては、積分非直線性（INL）と微分非直線性
（DNL）が50％近くも向上していることが注目されるでしょう。

1. パッケージとピン互換性
ADS8504/ADS8505は、面実装SO-28（DWパッケージ）の

ADS7804/ADS7805と完全なピン互換性を持つように設計さ
れています。アップデート版（前者）のチップの特徴は、現
行版（後者）と比べてスループットが増大し（最高250Ksps）、
消費電力が減少し、AC/DCパフォーマンスが向上している
ということです。
下の表に記載のハイパーリンクで、ADS78xxとADS85xx

両方の関連データシートにアクセスできます。

2. 電気的特性の変更点
次のセクションでは、電気的互換性に関して起こり得る

問題について説明します。

2.1 絶対最大定格電圧入力の変更点
最新版であるADS8504/ADS8505では、最大作動電圧が現

行版と異なります。これらの項目を次の表に記載します。

（現行版）ADS78xx ファミリー 

ADS7804 – SBAS019

ADS7805 – SBAS020

（最新版）ADS85xx ファミリー 

ADS8504 – SLAS434

ADS8505 – SLAS180

78シリーズでの値 85シリーズでの値 条件（各デバイスの 
データ･シート参照） 

パラメータ 単位 
MIN TYP MAX MIN TYP MAX

ADSxx04

インピーダンス 23 11.5 kΩ

キャパシタンス 35 50 pF

ADSxx05

インピーダンス 23 11.5 kΩ

キャパシタンス 35 50 pF

ADS7804/05の最大定格電圧仕様 

VANA 7 V

VDIG 7 V

ADS8504/05の最大定格電圧仕様 

VANA 6 V

VDIG 6 V
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3. 機能の変更点とタイミングの

変更点
以下のセクションでは、ADS7804/05とADS8504/05の機

能の変更点と、タイミングの変更点について論じます。

3.1 機能の互換性
ADS8504とADS8505の基本的な機能はADS7804や

ADS7805とほとんど同じですが、ひとつだけ重要な例外が
あります。ADS8504とADS8505は、処理中の変換を中断す
る技法を備えています。それが「逐次比較レジスタ（SAR）
のリセット･オプション」という新機能です。ADS7804と
ADS7805の設計では、R/Cラインでの遷移はBUSY信号が
Lowである間は無視されます。
最新版のSARリセット機能により、BUSY信号がLowであ

る間にR/C信号を40ns（MIN）Lowにすることで、処理中の
変換をユーザーが中断できるようになります。新しい変換
シーケンスは、ADCが十分な時間をかけて新しいサンプルを
取得するまでは始められません。図1は、パワー･アップから
SARリセットまでを示しています。
ADCのBUSY信号の状態を定期的に監視するタイプの設

計ではない場合は、パワー･アップ後にホスト･プロセッサ

からダミー･サイクルを1回分追加し、デバイス初期化シー
ケンスの一部とすることをお勧めします。これにより
ADS8504とADS8505が正しくリセットされて正式な変換コ
マンドを扱えるようになります。これはADS8504または
ADS8505の必須要件ではなく、単なるアプリケーション推
奨事項です。

注： ADS85xxシリーズでは引き続き、VANA ≤ VDIGである
ことが必須となります。

3.2 タイミングの互換性
ADS8504とADS8505では、タイミングの変更が数多く発

生しました。以下のセクション全体では、このタイミング
変更について詳細に論じます。アプリケーションのタイプ
によっては、タイミングの変更が原因で、ADS7804または
ADS7805を利用する現在の設計やエンド･システムで置換の
効率が低下したり、使いやすさに影響が出たりする可能性
もあります。後出の表を注意深く調べれば、ADS7804/05か
らADS8504/05へのアップグレードでタイミングがどのよう
に変更されたかがわかります。

R/C

BUSY

4.75 V

t13

VANA

0 ns MIN

t3

t1

t3

t1

DATA BUS Hi-Z Not Valid Hi-Z Not Valid Data Valid

t10

Unknown

VDIG

図 1. ADS8504/05の新機能「SARリセット」 
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記号 ADS7804 ADS8504
説 明 単位 ADS7804 / MIN TYP MAX MIN TYP MAXADS8504

t1 / tw1 変換パルス幅 40 6000 40 1750 nS

t2 / ta R/C信号LOW後のデータ有効遅延 8 2.2 3.2 µs

t3 / tpd R/C信号LOW後のBUSY信号遅延 65 15 25 nS

t4 / tw2 BUSY信号LOW 8 2.2 µs

t5 / td1 変換終了後のBUSY信号遅延 220 5 ns

t6 / td2 アパーチャ遅延 40 5 ns

t7 / tconv 変換時間 7.6 8 2.2 µs

t8 / tacq アクイジション時間 2 1.8 µs

t9 / tdis バス放棄時間 10 35 83 10 30 83 ns

t10 / td3 データ有効後のBUSY信号遅延 50 200 35 50 ns

t11 / tv R/C信号LOW後の、前回データ有効 7.4 1.5 2 µs

t7 + t8 / tconv + スループット時間 9 10 4 µstacq

t12 / tsu R/C信号からC/S信号へのセットアップ時間 10 10 nS

t13 / tc 変換から、次の変換までの時間 10 4 µs

t14 / ten バス･アクセス時間およびBYTE信号遅延 10 83 10 30 83 ns

記号 ADS7805 ADS8505
説 明 単位 ADS7805 / MIN TYP MAX MIN TYP MAXADS8505

t1 / tw1 変換パルス幅 40 7000 40 1750 nS

t2 / ta R/C信号LOW後のデータ有効遅延 8 2.2 3.2 µs

t3 / tpd R/C信号LOW後のBUSY信号遅延 65 25 nS

t4 / tw2 BUSY信号LOW 8 2.2 µs

t5 / td1 変換終了後のBUSY信号遅延 220 5 ns

t6 / td2 アパーチャ遅延 40 5 ns

t7 / tconv 変換時間 7.6 8 2.2 µs

t8 / tacq アクイジション時間 2 1.8 µs

t9 / tdis バス放棄時間 10 35 83 10 30 83 ns

t10 / td3 データ有効後のBUSY信号遅延 50 200 35 50 ns

t11 / tv R/C信号LOW後の、前回データ有効 7.4 1.5 2 µs

t7 + t8 / tconv + スループット時間 9 10 4 µstacq

t12 / tsu R/C信号からC/S信号へのセットアップ時間 10 10 nS

t13 / tc 変換から、次の変換までの時間 10 4 µs

t14 / ten バス･アクセス時間およびBYTE信号遅延 10 83 10 30 83 ns

3.3 ADS7804/05とADS8504/05の

タイミング特性の比較
次の表では、ADS7804/05でのタイミングとADS8504/05

でのタイミングの差異を逐一比較しています。太字の項目

は、ADS8504/05へアップグレードした場合に、現行の
ADS7804/05の設計に影響する可能性が最も高いタイミング
変更点です。
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4. アプリケーションで起こり得る

問題
ADS8504とADS8505では、変換速度が250KSPSにまで上

がり、変換信号のパルス幅が最大6-7µs（コンバータにより
異なります）から1.75µsまで減少しています。このことによ
り、印加されたR/C入力ストローブによっては、アプリ
ケーションで2つの問題が発生する可能性が出てきます。
読み取り/変換の信号はHighの時に出力データをアク

ティベートし、Lowになった時点から変換サイクルを開始
するということを念頭において、次のセクション全体を読ん
でください。

4.1 R/C信号のタイミング
5µsの変換開始パルスを使用するか、或いは100kHzで

デューティ･サイクルが50 : 50のクロックをR/C入力に印加
してADS7804/05を使用すると、R/C信号ストローブが再度
HighにならないうちにBUSY信号が再度Highになります。
ADS8504とADS8505では、ADS7804とADS7805のほぼ4倍の
速さで変換サイクルが完了します。ADCからのBUSY信号
出力を割り込みサービス･ルーチンの起動に使用する場合

は、ルーチンに遅延を加えて、変換結果の読み取りが試み
られる前にR/C信号パルスが確実にHighに戻るようにする
必要があります。R/C信号がLowである間にDATAバスの読
み取りを試みたりすれば（この時データ･バスの状態はHI-Z
です）何の意味もないデータが生成される結果になります。

4.2 BUSY信号を書き込みストローブと

して使用する
変換の完了より前にR/C信号入力がHighの状態になって

いる場合には、ホスト･プロセッサに変換データをストロー
ブ入力する手段としてBUSY信号を使用できます。ADS8504
とADS8505では、R/C信号の立ち下りエッジが印加されて
から約2µs後にBUSY信号をリリースします。ADS7804と
ADS7805では、R/C信号を印加して約8µs後にBUSY信号が
リリースされます。したがってユーザーは、すべてのバッ
クグラウンド･タスクが完了していて、ホスト･プロセッサ
が1.8µs以内にデータを受信できるようになっていることを
確認する必要があります。そうでない場合は、変換結果が
失われるというリスクを負うことになります。




